
　　海道に住んでいるアイヌの人
　　々については、これまでも定
期的に生活実態調査が行われてき
ましたが、道外では、一部を除い
て行われたことがありません。そ
こで、住んでいる場所に左右され
ずに生活を営み、文化振興や伝承
などを行えるよう全国的に必要な
政策について検討するため、政府
において「北海道外アイヌの生活
実態調査」を実施することとしま
した。
　現在、北海道内にお住まいのア
イヌの方々に対し、調査にご協力
をいただける、北海道外にお住ま
いのアイヌの親戚や知人のご紹介
をお願いしています。ご紹介いた
だける方は、社団法人北海道アイ
ヌ協会までご連絡をお願いいたし
ます。
　なお、この調査は無記名です。
回答することで個人が特定される
ことはありません。この調査を今
後のアイヌ政策の検討に役立てる
ため、多くの方々のご理解とご協
力をお願いいたします。
　社団法人　北海道アイヌ協会�
　　　　　　 011‐221‐0462
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民
健
康
保
険
で
は
、
災
害
な
ど

　
　
の
特
別
な
理
由
で
、
一
時
的
に

一
部
負
担
金
（
医
療
機
関
の
窓
口
で

支
払
う
医
療
費
）
を
支
払
う
こ
と
が

困
難
な
場
合
に
、
医
療
費
の
一
部
を

減
額
・
免
除
・
徴
収
猶
予
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
事
由
は
、
①
震
災
、

風
水
害
、
火
災
そ
の
他
こ
れ
に
類
す

る
災
害
に
よ
り
死
亡
し
、
も
し
く
は

身
体
に
障
害
の
あ
る
者
と
な
り
、
ま

た
は
資
産
に
重
大
な
損
害
を
受
け
た

と
き
②
干
ば
つ
、
冷
害
、
凍
霜
等
に

よ
る
農
作
物
の
不
作
、
不
漁
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
理
由
に
よ
り
収
入

が
減
少
し
た
と
き
③
事
業
ま
た
は
業

務
の
休
廃
止
、
失
業
等
に
よ
り
い
ち

じ
る
し
く
減
少
し
た
と
き
④
そ
の
他

こ
れ
に
類
す
る
理
由
が
あ
っ
た
と
き

―
―
で
、
対
象
者
は
、
一
部
負
担
金

の
支
払
義
務
を
負
う
世
帯
主
と
な
り

ま
す
。

　
免
除
に
な
る
と
医
療
機
関
で
の
一

部
負
担
金
の
支
払
は
あ
り
ま
せ
ん
。

減
額
は
、
窓
口
支
払
額
の
２
割
～
６

割
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
ま
た
減
額
対

象
の
世
帯
主
で
、
一
部
負
担
金
猶
予

期
間
後
に
確
実
に
納
付
で
き
る
と
町

長
が
認
め
る
時
に
は
、
徴
収
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

　
減
免
な
ど
を
受
け
る
場
合
、
現
在

の
収
入
状
況
や
資
産
の
状
況
な
ど
い

く
つ
か
の
適
用
条
件
、
減
免
な
ど
の

期
間
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健

康
保
険
税
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
、
申
請
に
よ
り
国
民
健
康
保
険

税
が
減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
住
民
課
国
保
医
療
グ
ル
ー
プ

（
　
74
‐
3
0
0
2
）
ま
で
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
無
料
低
額
診
療
事
業
と
は
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
適
切
な
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
々
に
対
し
、

無
料
ま
た
は
低
額
で
診
療
を
行
う
事

業
で
す
。
（
社
会
福
祉
法
第
２
条
第

３
項
第
９
号
）

　
対
象
者
は
、
低
所
得
者
な
ど
で
経

済
的
理
由
に
よ
り
診
療
費
の
支
払
い

が
困
難
な
方
で
、
診
療
費
の
自
己
負

担
分
の
10
％
以
上
ま
た
は
全
額
が
減

免
さ
れ
ま
す
。
（
た
だ
し
、
医
療
機

関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）。

　
町
内
で
こ
の
事
業
を
実
施
し
て
い

る
医
療
機
関
は
、
洞
爺
協
会
病
院
の

み
で
、
同
制
度
の
内
容
の
詳
細
や
申

込
み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
、

同
病
院
地
域
医
療
課
相
談
室
（
　
74

‐
2
7
7
5
）に
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
医
療
費
の
公
費
負
担
制
度

の
活
用
に
つ
い
て
も
ご
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

　
　
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及

　
　
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料

が
対
象
で
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
22
年
１
月
１
日

か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
本
年
11
月

上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書

（
又
は
領
収
書
）
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
は
、
来
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

　
な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人

の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う

え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
照

会
は
、
控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表

示
さ
れ
て
い
る
年
金
事
務
所
へ
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
室
蘭
年
金
事
務
所

（
　
0
1
4
3
‐
50
‐
1
0
0
2
）へ
。

国

国

北

　
　
爺
湖
町
で
は
、
毎
年
英
国
青
年

　
　
を
受
入
れ
、
英
会
話
教
室
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、

地
元
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

　
９
月
か
ら
新
し
い
英
国
青
年
フ
レ

デ
ィ
ー
・
セ
ム
プ
ル（
19
歳
）さ
ん
と

デ
ィ
ラ
ン
・
ピ
ュ
ー（
18
歳
）
さ
んが

来
町
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
様
々
な
機
会
で
二
人
と
接
す
る
こ

洞

国
民
健
康
保
険
か
ら
…

…そこが
　知りたい

年金年金

住民課戸籍年金係　74-3002

国
民
健
康
保
険
一
部
負
担

金
の
減
免
に
つ
い
て

無
料
低
額
診
療

　
　
　
事
業
の
ご
案
内
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「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！
～

北海道アイヌの
生活実態調査の実施に

関するお願い

北海道アイヌの
生活実態調査の実施に

関するお願い


